
 
 

    

 
 

み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選

手
団
の
活
躍
は
大
き
な
感
動
と

勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
海
外
で
は
国
民
が

国
を
動
か
す
出
来
事
、
英
国
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
や
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
選
な

ど
、
世
界
情
勢
は
大
き
く
揺
れ

動
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
の
政
治
で
は
改

正
公
職
選
挙
法
が
施
行
さ
れ
、

選
挙
権
年
齢
が
満
十
八
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
選

挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
は
約
七

十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
り
、
新

た
に
約
二
百
四
十
万
人
が
有
権

者
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
社
会
を
変
え

て
い
く
原
動
力
と
し
て
、
若
い

世
代
が
政
治
に
主
体
的
に
関
わ

り
、
政
治
を
前
に
動
か
す
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

十
八
歳
選
挙
権
が
始
動
！ 

十
八
歳
有
権
者
の
初
め
て
の

国
政
選
挙
で
も
あ
っ
た
、
昨
年

七
月
の
第
二
十
四
回
参
議
院
選

挙
は
、
自
公
が
勝
利
し
、
与
党

と
憲
法
改
正
に
前
向
き
な
勢
力

が
参
議
院
で
も
「
三
分
の
二
」

を
占
め
る
よ
う
な
政
治
体
制
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一

方
で
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
や
外

交
面
の
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
中
国

と
の
関
係
で
は
誤
算
や
課
題
を

抱
え
た
ま
ま
で
新
年
を
迎
え
て

い
ま
す
。 

 持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り 

我
孫
子
市
は
近
隣
市
と
比
較

し
て
も
一
足
早
く
、
人
口
減
少

社
会
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て

い
ま
す
。 

今
、
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
、

自
治
体
間
競
争
も
激
し
い
中
で

「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
、
心
輝
く

ま
ち
」
と
し
て
持
続
可
能
な
発

展
を
し
て
い
く
た
め
に
市
議
会

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
議
会
と
市
長
・

執
行
部
の
二
元
代
表
制
の
一
翼

と
し
て
、
市
議
会
は
執
行
部
（
市

長
部
局
）
と
真
摯
な
意
見
交
換

を
重
ね
る
中
で
、
我
孫
子
市
の

あ
る
べ
き
方
向
性
や
課
題
の
解

決
策
を
見
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

私
は
今
年
も
現
場
主
義
を
第

一
に
市
政
を
担
う
議
員
の
一
員

と
し
て
、
市
議
会
の
先
頭
に
立

っ
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
指
導

と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
      《

政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

行
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
政
治

に
無
関
係
で
は
け
し
て
、
生
き

て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。》 

       

◆
十
二
月
定
例
市
議
会
◆ 

 十
二
月
五
日(

月)

～ 

二
十
二
日(

木)

十
八
日
間 

 

《
主
な
議
案
》 

十
二
月
定
例
市
議
会
の
議
案
は

全
二
十
二
件
、
発
議
案
は
三
件
、

請
願
二
件
、「
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
」
提
出
求
め
る
請
願
等
。 

・
一
般
職
・
常
勤
特
別
職
（
市 

長
・
副
市
長
・
教
育
長
）
給

与
の
改
定 

 

人
事
院
勧
告
に
よ
り
給
料

表
・
地
域
手
当
・
勤
勉
手
当
・

扶
養
手
当
の
改
正 

 
 ・

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
合

わ
せ
た
市
税
条
例
の
一
部
改

正 特
定
一
般
用
医
薬
品
の
購
入

一
万
二
千
円
超
え
の
所
得
控

除
・
軽
自
動
車
税
・
利
子
と

配
当
の
分
離
課
税
等 

 ・
空
き
家
対
策
の
強
化 

 

 

我
孫
子
市
空
き
家
等
対
策
協

議
会
の
設
置 
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印南 宏 現在の主な役職 
 
我孫子市議会 
教育福祉常任委員 
議会改革特別委員会 副委員長 
都市計画審議会委員 
会派「あびこ未来」代表 
成田線を便利にする議員の会 副会長 

 
連合千葉 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

 
電機連合 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

 
その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール協会 顧問 など 

 

 



・
介
護
保
険
法
の
改
正 

利
用
人
員
が
十
八
人
以
下
の
小
規

模
な
通
所
介
護
事
業
所
が
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
移
行
し
、

市
が
指
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
条
文
の
改
正
・
整
備 

 ・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正 
 

 

外
国
人
等
の
国
際
運
輸
業
に
係
る

所
得
税
の
非
課
税
の
変
更 

 

・
新
木
小
に
「
あ
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

誕
生 

 
 

 

市
内
十
二
番
目
の
子
ど
も
の
居
場

所
を
設
置 

 

・
保
育
園
の
廃
止 

 

緑
保
育
園
・
東
あ
び
こ
保
育
園
を

民
間
に
移
管 

 
 

・
手
賀
沼
親
水
広
場
の
設
置
管
理
条

例
の
制
定 

 

今
年
四
月
に
開
館
予
定
、
農
業
・

地
産
地
消
の
機
能
を
追
加 

 

・
二
十
八
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予

算 
 
 

一
般
会
計
に
七
億
百
万
円
を
追
加

補
正 

 
 
 

      

《
主
な
争
点1

》 
 

議
案
第
十
号
「
手
賀
沼
親
水
広
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
（
設
管
条
例
）」
が
争
点
と
な
り

ま
し
た
。
今
春
、
開
館
予
定
の
手
賀

沼
親
水
広
場
に
は
大
き
く
目
的
が
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
水
環
境
の
保

全
の
啓
発
で
あ
り
、
二
つ
は
環
境
保

全
型
農
業
の
推
進
で
す
。
提
案
さ
れ

た
議
案
十
号
の
設
管
条
例
で
は
、
農

業
を
推
進
す
る
部
門
、
第
十
七
条
で

農
産
物
直
売
所
は
指
定
管
理
者
に
行

わ
せ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
指
定
管

理
者
は
制
度
上
、
公
募
（
自
由
競
争
）

が
原
則
で
あ
る
の
に
、
市
は
今
日
ま

で
の
「(

株)

ア
ビ
ベ
ジ
」
が
果
た
し

て
き
た
役
割
・
経
緯
か
ら
非
公
募
で

ア
ビ
ベ
ジ
を
指
定
管
理
に
さ
せ
る
こ

と
に
対
す
る
公
平
性
・
妥
当
性
が
争

点
と
な
り
ま
し
た
。 

  
            

                      

   

■
宏
は
こ
う
考
え
る 

個
人
質
問
か
ら
抜
粋 

 
 

～
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

と
強
化
策
に
つ
い
て
～ 

 

我
孫
子
市
の
一
人
暮
ら
し
の
世
帯

数
が
増
加
し
、
平
成
二
十
四
年
に
一

万
三
千
百
三
十
五
世
帯
だ
っ
た
の
が
、

平
成
二
十
八
年
に
は
一
万
六
千
三
百

三
十
四
世
帯
と
三
千
百
九
十
九
世
帯

も
増
加
し
て
い
る
。
地
域
住
民
を
中

心
と
し
た
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
現
在
、
未
構
築
の

地
域
で
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
て
い
く
に
は
、
行
政
か
ら
の
一

方
的
な
依
頼
で
は
地
域
に
根
付
い
た

「
見
守
り
ネ
ッ
ト
」
の
構
築
は
で
き

な
い
。
構
築
手
法
と
し
て
、
地
域
で

高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
機
運
・

危
機
感
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
が
、
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
成
功
を
し
て
い
る
「
新
木

野
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
取
り
組

み
を
「
先
進
事
例
」
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
他
地
区
に
波
及
さ
せ
て
い
く

戦
術
を
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。 

（
現
在
、
市
内
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

組
織
さ
れ
て
い
る
自
治
会
等
は
①
我

孫
子
南
フ
レ
ン
ド
ネ
ッ
ト
、
②
青
山

台
見
守
り
ネ
ッ
ト
、
③
湖
北
台
地
区

見
守
り
の
会
、
⑤
藤
和
天
王
台
ハ
イ

タ
ウ
ン
自
治
会
な
ど
） 

         

 

                                                   

私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

連合千葉では専任アドバイザーを配置した 

労働相談を受け付けております。 

＊詳細は議会だより、市議会 
HPの録画等、いつでも 
みることができます＊  

http//www.discussvision.net/ 
abikosi/2.html 
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１２月議会　印南宏の個人質問

１．都市行政
　　ひとり暮らしの高齢者が安心して暮らしていくには！
　　・地域見守りネットワークの充実と強化策
　　・在宅医療と介護の連携（地域包括ケアシステム）の現況と課題

２．環境行政
　　手賀沼終末処理場の現況とあるべき姿！
　　・一時保管されている汚泥焼却灰の安全対策
　　・指定廃棄物処分場の早期確保の見通し、臭気対策
　　　の徹底と地元還元施設の構築

 
 



～
手
賀
沼
終
末
処
理
場
を
魅
力
あ
る

施
設
に
す
る
に
は
～ 

（地
元
還
元
施
設
の
構
築
を
） 

 

下
水
道
終
末
処
理
場
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
に
魅

力
あ
る
施
設
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
千
葉
県
下
水
道
公
社
が
管
理
し

て
い
る
手
賀
沼
終
末
処
理
場
を
除
く
、

他
の
二
か
所
の
処
理
場
で
あ
る
①
印

旛
沼
流
域
下
水
道 

②
江
戸
川
左
岸

流
域
下
水
道
は
施
設
の
す
べ
て
が
覆

蓋
（
蓋
か
け
）
さ
れ
、
臭
気
対
策
等

は
徹
底
管
理
さ
れ
て
い
る
。
二
か
所

と
も
ふ
れ
あ
い
広
場
や
野
球
場
、
サ

ッ
カ
ー
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど

憩
い
の
広
場
等
、
地
元
還
元
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
手
賀
沼
終
末
処

理
場
も
建
設
当
初
に
地
域
の
皆
さ
ん

に
約
束
し
た
よ
う
に
地
元
還
元
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
臭
気
対
策
の
徹
底
（
覆

蓋
）
に
努
め
る
と
と
も
に
、
臭
気
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
は
千
葉
県
任
せ
に
せ
ず
、

市
独
自
で
検
査
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
未
来
に
向
け
て
は
、
地
元

還
元
施
設
に
つ
い
て
千
葉
県
に
求
め

て
い
く
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

     

■
お
知
ら
せ
■ 

 <

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す>

 
 

我
孫
子
市
議
会
は
、
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
第
三
回
議
会
報
告
会

を
市
内
四
会
場
で
実
施
し
ま
す
。
今

回
の
議
会
報
告
会
は
会
場
を
一
か
所
、

天
王
台
地
区
で
増
や
し
、
平
成
二
十

九
年
三
月
議
会
で
審
議
す
る
二
十
九

年
度
当
初
予
算
に
関
す
る
報
告
、
そ

し
て
議
員
定
数
に
つ
い
て
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
の
意
見
に
基
づ
い
て
議
会
運

営
委
員
会
で
今
年
中
に
結
論
を
出
す

形
で
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
奮
っ

て
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                

<

政
務
活
動
費
は Ｈ

Ｐ
で
公
開
し
ま
す>

 
 

我
孫
子
市
議
会
は
、
政
務
活
動
費

（
議
員
一
人
年
額
三
十
万
円
）
の
領

収
書
と
視
察
報
告
書
を
今
年
度
分
か

ら
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

で
公
開
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
書
と
支
出

明
細
書
は
す
で
に
Ｈ
Ｐ
で
公
開
を
し

て
い
ま
す
が
、
よ
り
透
明
性
を
高
め

る
た
め
に
制
度
を
あ
ら
た
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
政
務
活
動
費
は
各
市
議

会
に
よ
っ
て
、
使
途
基
準
が
不
統
一

に
な
っ
て
お
り
、
我
孫
子
市
議
会
は

他
の
市
議
会
で
使
用
が
可
能
な
会
報

の
発
行
や
電
話
通
信
費
、
ガ
ソ
リ
ン

代
等
の
使
用
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

議
員
活
動
の
活
性
化
（
情
報
発
信
等
）

に
は
会
報
発
行
な
ど
必
要
経
費
は
認

め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
が
、
我
孫
子
市
議
会
で
は
選
挙

活
動
と
の
区
別
を
理
由
に
会
報
発
行

の
使
途
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

<

五
本
松
広
場
を
サ
ッ
カ
ー
専
用 

グ
ラ
ン
ド
と
し
て
整
備
し
ま
す>

（教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
て
） 

 
十
二
月
議
会
で
市
長
、
教
育
長
か

ら
五
本
松
運
動
広
場
を
平
成
三
十
年

度
目
途
に
、
大
人
用
一
面
、
子
ど
も

用
二
面
の
サ
ッ
カ
ー
専
用
グ
ラ
ン
ド

と
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
力
強

い
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
サ

ッ
カ
ー
場
が
あ
る
「
利
根
川
ゆ
う
ゆ

う
公
園
」
は
雨
が
降
る
た
び
に
、
冠

水
等
で
度
々
、
使
用
不
能
と
な
り
ま

す
。
今
後
、
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ン
ド
を

整
備
す
る
に
際
し
、
私
は
所
管
の
常

任
委
員
会
で
①
市
民
の
声
を
聞
く
た

め
に
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
メ
ン
バ
ー
を

入
れ
た
検
討
委
員
会
を
早
急
に
つ
く

る
こ
と
②
財
源
の
確
保
が
一
番
大
き

い
課
題
な
の
で
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
補
助

金
の
活
用
や
現
在
残
っ
て
い
る
野
球

用
の
ベ
ン
チ
跡
を
極
力
利
用
す
る
な

ど
経
費
削
減
に
努
め
る
こ
と
③
天
然

芝
＆
人
工
芝
等
の
活
用
で
多
目
的
使

用
も
考
慮
し
た
グ
ラ
ン
ド
に
す
る
こ

と
④
五
本
松
公
園
に
は
他
に
キ
ャ
ン

プ
場
や
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
等
の
遊
び

場
、
桜
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
な
ど

を
考
慮
し
た
五
本
松
地
区
の
総
合
ビ

ジ
ョ
ン
の
作
成
、
あ
る
べ
き
姿
を
明

確
に
す
る
こ
と
を
早
急
に
検
討
す
る

よ
う
に
意
見
・
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 
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＊議会報告会のご案内　【日時・会場】＊

平成29年5月20日（土）
　　　湖北台近隣センター　　　 9：30～11：30
　　　近隣センターふさの風　 14：00～16：00

平成29年5月21日（日）
　　　天王台北近隣センター　　9：30～11：30
　　　我孫子南近隣センター  14：00～16：00
　
 ※会場はいずれも多目的ホールで行います

 

 

    教育福祉常任委員会 

大和自治会防災訓練 

に参加して 



   

◆
十
二
月
議
会
の
補
正
予
算
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
奨
励
金
が
百
十

万
円
追
加
さ
れ
た
。
今
年
度
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
等
が
影
響
し
た
の
か
、
市

内
在
住
の
各
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
全
国
大
会
に
出
場
す
る

人
数
が
増
え
た
こ
と
が
補
正
さ
れ
た

理
由
で
あ
る
。
全
国
で
活
躍
す
る
我

孫
子
人
が
増
え
る
こ
と
は
大
変
良
い

こ
と
で
あ
る
。
昨
年
十
一
月
に
開
催

さ
れ
た
千
葉
県
陸
上
中
学
校
駅
伝
大

会
で
白
山
中
（
男
子
）
が
優
勝
、
十

二
月
の
全
国
大
会
で
も
堂
々
四
位
の

好
成
績
で
我
孫
子
の
名
を
高
め
て
く

れ
た
。
白
山
中
の
強
さ
は
県
大
会
を

見
る
限
り
、
一
人
の
区
間
賞
も
な
く

総
合
力
で
制
し
て
い
た
。
そ
の
前
に

行
わ
れ
た
第
七
十
回
東
葛
駅
伝
大
会

も
七
十
一
校
の
頂
点
に
立
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 

そ
の
強
さ
の
理
由
は
何
な
の
か
。

白
山
中
の
部
長
曰
く
、「
駅
伝
は
速
い

人
だ
け
で
は
勝
て
な
い
。
チ
ー
ム
で

戦
い
、
全
体
で
力
を
合
わ
せ
な
い
と

勝
て
な
い
。」
だ
か
ら
こ
そ
、
白
山
中

駅
伝
部
の
合
言
葉
は
「
み
ん
な
で
強

く
な
る
」
と
の
こ
と
。
そ
れ
を
聞
い

て
、
先
日
、
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
杯
、
鹿
島
対
レ
ア
ル
の
試
合
を

思
い
出
し
た
。
世
界
王
者
と
言
わ
れ

る
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
（
ス
ペ
イ

ン
）
に
一
時
は
勝
ち
越
し
た
鹿
島
の

善
戦
ぶ
り
、
白
山
中
と
同
様
、
チ
ー

ム
プ
レ
ー
と
仲
間
に
対
す
る
信
頼
関

係
が
強
さ
を
生
む
、
納
得
の
試
合
展

開
で
あ
っ
た
。 

 

◆
昨
年
で
記
憶
に
消
す
こ
と
が
で
き

な
い
事
件
は
「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
」

の
殺
傷
事
件
で
あ
る
。
我
孫
子
市
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
か
ら
市
議
会
（
私

の
所
属
す
る
教
育
福
祉
常
任
委
員

会
）
宛
て
に
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が

二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
「
お
願

い
」
の
文
書
が
提
出
さ
れ
た
。
教
育

福
祉
常
任
委
員
会
は
市
内
の
障
害
者

施
設
を
視
察
・
点
検
す
る
と
と
も
に
、

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
皆
さ
ん
と
懇

談
会
を
開
く
な
ど
積
極
的
な
意
見
交

換
を
行
っ
た
。 

我
孫
子
市
議
会
と
し
て
障
害
者
基

本
法
に
あ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
国

民
が
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

等
し
く
基
本
的
な
人
権
を
享
有
す
る

か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
念
に
の

っ
と
り
、
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
市
議

会
は
今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。 

 
 
 
 

偏
見
や
差
別
は
い
け
な
い
と
わ
か

っ
て
い
て
も
、
現
実
と
し
て
偏
見
や

差
別
は
依
然
と
存
在
し
て
い
る
。
東

電
の
福
島
原
発
事
故
に
起
因
す
る
自

主
避
難
し
た
児
童
が
「
い
じ
め
」
に

あ
う
な
ど
、
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
で
分
か
る
。
教
育
に
つ
い
て
、

徹
底
し
た
偏
見
や
差
別
意
識
を
変
革

す
る
教
育
の
浸
透
を
全
国
的
に
行
わ

な
い
限
り
、
相
模
原
事
件
を
起
こ
す

よ
う
な
人
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。
政
治
・
教
育
の
大

変
革
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
私

は
考
え
て
い
る
。 

 

◆
我
孫
子
市
は
平
成
三
十
一
年
度
ま

で
に
市
内
す
べ
て
の
中
学
校
区
で
小

中
一
貫
教
育
が
完
全
実
施
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
十
月

に
指
定
校
と
し
て
先
に
取
り
組
ん
で

き
た
布
佐
中
学
校
区
の
小
中
一
貫
教

育
公
開
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
布

佐
中
学
校
区
に
お
け
る
一
貫
教
育
の

目
的
は
大
き
く
二
点
で
あ
る
。
①
学

力
の
向
上
②
六
年
生
の
中
学
進
学
に

伴
う
「
不
安
感
の
解
消
」
い
わ
ゆ
る

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
で
あ
る
。
教

育
長
は
今
日
ま
で
の
成
果
と
し
て
、

六
年
生
の
不
安
は
減
少
し
、
九
年
間

通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
で
子

ど
も
た
ち
の
学
習
習
慣
が
つ
い
て
き

て
い
る
。
定
量
的
な
評
価
は
す
ぐ
に

は
で
き
な
い
が
、
今
後
も
積
み
重
ね

て
小
中
一
貫
教
育
を
成
功
さ
せ
た
い

と
し
て
い
る
。
私
自
身
が
小
中
一
貫

教
育
で
考
え
る
こ
と
は
、
今
後
三
年

間
で
残
り
五
中
学
校
区
で
小
中
一
貫

教
育
を
進
め
て
い
く
が
、
各
中
学
校

区
で
目
標
と
す
る
こ
と
が
違
っ
て
く

る
。
一
貫
教
育
の
目
標
を
し
っ
か
り

と
各
校
区
で
定
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

校
区
に
あ
っ
た
小
中
一
貫
教
育
を
先

生
た
ち
と
家
庭
、
地
域
の
方
々
と
の

密
接
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
小

学
校
の
教
育
風
土
の
違
い
や
教
員
間

の
意
見
の
相
違
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
が
、
児
童
、
生

徒
の
幸
せ
と
地
域
の
繁
栄
を
主
眼
に

し
た
先
生
た
ち
の
や
る
気
が
小
中
一

貫
教
育
の
成
否
を
分
け
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
る
。 
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印南 宏 後援会・自宅 

〒270-1108 

我孫子市布佐平和台 7-1-18 

TEL： ７１８９－１５９８ 

 
※後援会事務所の連絡先が変更になりました 
 
E-MAIL： hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp 
ﾌﾞﾛｸﾞ ： http://hiroshi4649.at.webry.info/ 
HP http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
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